
小脳と小脳障害に関心のある全ての皆さまへ 
 
 小脳を冒す疾患には多数のものがあり、血管障害、炎症、腫瘍、外傷、奇形

などに加え脊髄小脳変性症と呼ばれる多くの神経変性疾患が含まれ、その中に

は遺伝性疾患も希ではありません。遺伝性疾患については原因遺伝子の同定が

進みわが国の研究者が多大な貢献をしております。しかし、残念ながら、アル

ツハイマー病、パーキンソン病、筋萎縮性側索硬化症などに比べ、病態解明と

治療法開発の研究は充分に進んでいるとは言い難いのが現実です。一方、小脳

の解剖学、生理学、薬理学など基礎的な理解は非常に進んでおり、やはりわが

国の研究者の貢献が大であります。 
 このような状況にあって、小脳ならびに小脳障害の分子メカニズムと病態生

理を解明し、小脳障害の真に有効な治療法を開発するには、臨床医や基礎研究

者を中心とし、産業界や行政をも含めて緊密に交流し、連携を進めることが必

須であると思われます。 
 この目的のために、我々は小脳研究会を設立し活動を開始するとともに、広

く小脳と小脳障害に関心を持つ基礎研究者、臨床医、ならびに関係各位に本研

究会への参加を求める次第です。  
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 小脳研究会発足記念講演会 

 

 この度、厚生労働省難治疾患克服研究事業「運動失調症に関する調査研究班」

（西澤正豊班長）のご協力をいただき、班会議終了後に以下の予定で小脳研究

会スタートの記念講演を予定しております。これまでの小脳研究の歴史と現状

を知り、将来への展望を考える最高の場になるものと存じます。 

 多数の皆さまのご参加をご案内申し上げます。 

 

日時：2011年 1月 14日（金）15：30〜17：00 

会場：日本都市センターホテル、7 階 706 号室 

〒102-0093 東京都千代田区平河町 2-4-1  

TEL 03（3265）8211、FAX 03（3262）1705 

http://toshicenter.co.jp/  

 

プログラム 

15：30     ご挨拶 

15：35〜16：10 ご講演 1 ：今後の小脳研究への期待  

              伊藤正男 先生（理研ＢＳＩ特別顧問） 

16：10〜16：45 ご講演 2 ：臨床から見た小脳疾患 

              金澤一郎 先生（日本学術会議会長） 

16：45〜17：00 総合討論 

 


